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人口　62,285人（＋ 49）
男　　31,201人（＋ 18）
女　　31,084人（＋ 31）
世帯　23,624戸（＋ 35）
※1月末日現在。
（　）内は前月比。
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平成 25年
（2013 年）

震
災
の
影
響
か
ら
見
る

　
　
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点

　
自
然
災
害
は
、
時
と
場
所
を
選
ば
ず
に
や
っ
て
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
大
き
な
地
震
災
害
に
よ
る
避
難
所
の
運
営
で
の

事
例
や
調
査
に
表
れ
る
避
難
者
の
意
識
を
見
る
と
、
女
性
と
男
性
の
視
点
の
違
い
が
見
え
て
き
ま
す
。
い
ま
一
度
、
震
災
の
事
例
か

ら
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

性
別
ご
と
の
「
困
っ
た
事

例
」
と
「
良
い
事
例
」

　
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震

災
な
ど
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
後
、

多
く
の
被
災
者
が
不
自
由
な
避
難
所

暮
ら
し
を
長
期
に
わ
た
っ
て
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
女
性
は
避
難
生
活

に
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
自
由

な
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

　
被
災
地
で
支
援
・
調
査
に
当
た
っ

た
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
調
べ

の
結
果
に
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
表

れ
て
お
り
、
支
援
団
体
の
調
べ
も
そ

れ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
避
難
所
で

女
性
が「
困
っ
た
」こ
と
や「
良
か
っ

た
」
と
思
っ
た
事
例
の
主
だ
っ
た
も

の
を
左
枠
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

◆
ニ
ー
ズ
の
違
い

　
避
難
所
生
活
で
出
る
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
（
物
資
の
需
要
や
要
望
）
に

は
、
左
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
男

性
と
女
性
で
差
が
表
れ
て
い
ま
す
。

女
性
用
品
や
乳
幼
児
用
品
へ
の
ニ
ー

ズ
は
男
女
差
が
あ
り
、
男
性
に
は
見

え
に
く
い
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
女
性
用
衣
料
品
な
ど
の
準
備
に

つ
い
て
は
、
サ
イ
ズ
や
種
類
な
ど
男

性
だ
け
で
は
把
握
が
困
難
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
良
い
事
例
と
し
て
は
、
女

性
が
自
主
的
に
意
見
を
集
約
す
る
仕

組
み
を
作
り
、
避
難
所
運
営
に
反
映

さ
せ
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
の
後
で
長
期
間
避
難

所
が
設
け
ら
れ
る
場
合
、
東
日
本
大

震
災
後
の
よ
う
に
避
難
者
で
自
主
的

に
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
男
性
だ
け
で
避
難
所
を
運
営

し
た
場
合
、
女
性
特
有
の
ニ
ー
ズ
を

十
分
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
女
性
も
男
性
も
避
難

所
の
運
営
に
参
加
し
て
意
見
を
交
わ

し
、
物
事
を
一
緒
に
決
め
ら
れ
る
よ

う
な
雰
囲
気
と
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

災
害
と
悩
み
・
暴
力

　
災
害
の
後
に
は
社
会
の
混
乱
、
環

境
の
変
化
か
ら
ス
ト
レ
ス
や
不
安
が

高
ま
っ
た
り
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）や
性
暴
力
、虐
待
が
多
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

実
際
に
、
震
災
後
は
各
種
相
談
窓
口

に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
行
政
や
各
種
支
援
団
体
が
設
置

す
る
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
避
難
所
の
運
営
者
に
な
っ
た

ら
、
こ
う
し
た
相
談
窓
口
の
情
報
を

人
目
に
付
く
場
所
に
掲
示
し
、
女
性

も
男
性
も
相
談
し
た
い
と
き
に
相
談

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

〔困った事例〕
物資の備蓄や提供に関すること
●女性用品、乳幼児用品がない
●女性用下着や生理用品が届いても、
男性が配布しているため取りに行きに
くい
避難所運営に関すること
●間仕切りがなく、プライバシーがない
●女性用の洗濯場・物干し場、授乳や
着替えをする場所がない（周囲の目が
気になる）
●トイレが暗く、人目の少ない場所に
あり、安全面で不安があり利用しにくい

〔良い事例〕
●避難所で女性リーダー会議を毎日開
催し、女性特有のニーズや女性の意見
を集約し、避難所の運営に反映した
●女性専用スペースや、乳幼児がいる
家庭だけの部屋、女性専用の物干し場、
男女別更衣室を設置した
●女性や子どもは一人でトイレに行か
ないように呼び掛けた
●女性が気兼ねなく必要な物資を要求
し受け取れるように、物資の需要把握
から仕分け・配布の一連の作業に女性
も携わった

　1月30日に鎌ケ谷市役所において国道464
号線並びに北総線という交通インフラを共
有する白井市、鎌ケ谷市、印西市の3市に
よる「北総台地の防災力強化を推進する協
議会」が発足しました。
　協議会では大規模災害発生時の緊急物資
輸送拠点となる海上自衛隊下総航空基地
（オブザーバー参加）の助言を得て、大規模
災害時の相互支援や災害時の緊急物資の輸
送路となる国道464号線の安全性確保への
協力、北総線が不通となった場合の利用者
への支援など、防災力強化を推進するための施策について検討を行い、災害に
強いまちづくりに向けた取り組みを進めていきます。
■問　市民安全課消防防災班　内線3325

北総台地の防災力強化を
推進する協議会が発足しました

日
常
か
ら
の
取
り
組
み

　
こ
の
よ
う
に
災
害
が
起
き
た
と
き
、

男
性
と
女
性
で
感
じ
る
こ
と
や
ニ
ー

ズ
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

対
応
や
復
興
に
は
一
人
一
人
が
男
女

共
同
参
画
の
視
点
を
持
ち
、
互
い
の

避難所で女性が感じた事例

避難所となった体育館に避難した皆さん

署名した規約を手に持つ伊澤白井市長（中央）、

清水鎌ケ谷市長（左側）、板倉印西市長（右側）

生
理
用
品

哺
乳
瓶

粉
ミ
ル
ク

小
児
用
お
む
つ

東日本大震災時に要望があった物資

5.6

男性からの 
要望

　市は市民の代表や市内各種団体な
どで構成している「市男女共同参画
推進懇談会」から、昨年7月に「東日
本大震災などの震災を踏まえた防災
施策に対する意見書」をいただいて
います。
　これを受けて市は、平成25年度の
防災計画見直しに当たり、男女共同
参画の視点を取り入れて進めていく
予定です。
（意見書の詳細な内容は、市役所情報
公開コーナーおよび市ホームページ
で確認することができます。）
ht tp : / / c i t y . sh i r o i . c h i b a . j p /

detail/3019710461.html　

白井市男女共同参画
推進懇談会の意見書

違
い
を
認
め
合
い
尊
重
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
常
か

ら
性
別
を
問
わ
ず
互
い
の
個
性
や
意

見
を
尊
重
し
、
受
け
入
れ
る
意
識
を

持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

 ％

物資名

離
乳
食

女性からの 
要望

※内閣府「男女共同参画の視点による震災対応状況調査」
（平成24年）より作成。
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40.2
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（回答数＝555）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

予算規模

区分
平成25年度
当初予算額

平成24年度
当初予算額

増減率

一般会計 169億6,511万7千円 162億9,763万円 4.1％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計事業勘定 58億9,880万2千円 57億4,961万6千円 2.6％

介護保険特別会計保険事業勘定 24億5,834万8千円 22億1,071万7千円 11.2％

後期高齢者医療特別会計 4億785万円 3億8,599万5千円 5.7％

下水道事業特別会計 12億325万5千円 10億8,374万9千円 11.0％

学校給食共同調理場事業特別会計 4億8,021万3千円 4億8,449万7千円 ▲0.9％

計 104億4,846万8千円 99億1,457万4千円 5.4％

水道事業会計 5億272万6千円 5億1,854万6千円 ▲3.1％

合計 279億1,631万1千円 267億3,075万円 4.4％

市税の内訳

区分
平成25年度
当初予算額

平成24年度
当初予算額

増減率

市民税 42億1,123万7千円 42億235万6千円 0.2％

固定資産税 33億4,255万3千円 33億6,300万4千円 ▲0.6％

軽自動車税 6,250万5千円 5,889万1千円 6.1％

市たばこ税 4億2,391万3千円 2億9,924万6千円 41.7％

都市計画税 5億4,120万1千円 5億5,020万円 ▲1.6％

合計 85億8,140万9千円 84億7,369万7千円 1.3％

水道事業会計

区分
平成25年度
当初予算額

収益的
収入 4億3,502万8千円

支出 4億3,502万8千円

資本的
収入 4,035万8千円

支出 6,769万8千円

※「収益的」は営業に関する部分で「資
本的」は建設などに関する部分を指します。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
案

〜
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
〜

　
市
で
は
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
案
を
一
般
会
計
、5
つ
の
特
別
会
計
、水
道
事
業
会
計
の
総
額
2
7
9
億
1
、6
3
1
万
1
千
円
（
前

年
度
比
4
・
4
㌫
増
）
で
編
成
し
、
議
会
第
1
回
定
例
会
に
上
程
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
4
・
1
㌫

の
増

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
案
の
総
額
は
1
6
9
億
6
、  

5
1

1
万
7
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

4
・
1
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
額
の
中
で
は
高
齢
者
、
児
童

な
ど
の
福
祉
に
掛
か
る
民
生
費
へ
50

億
2
0
1
万
5
千
円
（
29
・
5
㌫
） 

、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
に
掛
か

る
教
育
費
へ
24
億
3
、   
1
3
7
万
円

（
14
・
3
㌫
）
と
、
ほ
か
の
歳
出
額

と
比
較
し
て
多
く
使
わ
れ
ま
す
。

歳
入
お
よ
び
歳
出
の
内
訳
を
グ
ラ
フ

で
示
し
た
も
の
は
左
図
、
会
計
ご
と

の
予
算
規
模
、
歳
入
に
お
け
る
市
税

の
内
訳
、
水
道
事
業
会
計
の
詳
細
は

そ
れ
ぞ
れ
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
25
年
度
主
要
事
業

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
案
に
盛
り

込
ん
だ
主
要
事
業
の
具
体
的
な
施
策
、

予
算
額
な
ど
は
3
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

平
成
25
年
度
の
当
初
予

算
編
成
に
当
た
っ
て

　
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
「
市
民
と
築
く
安
心
で

健
康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
の
実
現
を

目
指
す
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
「
子

育
て
支
援
の
拡
充
」  

「
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
健
康
の
維
持
増
進
や
介
護

事
業
の
推
進
」    

「
防
災
資
機
材
の
備

蓄
の
拡
大
や
避
難
所
機
能
の
充
実
に

よ
る
防
災
機
能
の
強
化
」　「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
防
犯
・
防
災
活
動
な
ど

の
拡
大
」  

「
市
内
事
業
者
の
活
性
化

策
の
拡
充
に
よ
る
産
業
の
振
興
」
な

ど
の
推
進
に
配
慮
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算

を
市
民
1
人
当
た
り
で

見
る
と

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
に
お
い
て
市
民
1
人
当
た
り
の
歳

入
負
担
額
は
1
3
7
、   

8
8
5
円
で
、

歳
出
額
は
2
7
2
、 

5
9
3
円
で
す
。

歳
入
負
担
額
は
市
税
の
予
算
額
で
あ

る
85
億
8
、
1
4
0
万
9
千
円
を
、

歳
出
額
は
一
般
会
計
の
予
算
額
で
あ

る
1
6
9
億
6
、 

5
1
1
万
7
千
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
25
年
1
月
1
日

現
在
の
市
の
人
口
数
で
あ
る
6
2
、

2
3
6
人
で
除
し
た
額
で
す
。

　
ま
た
市
民
1
人
当
た
り
の
歳
入
負

担
額
と
歳
出
額
で
1
3
4
、 

7
0
8

円
の
不
足
が
生
じ
ま
す
が
、
不
足
分

は
市
税
以
外
の
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
や
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
の
取

り
崩
し
な
ど
で
賄
い
ま
す
。

　
市
民
1
人
当
た
り
の
歳
出
額
に
お

け
る
各
項
目
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。

民
生
費
　
8
0
、  

3
7
2
円

教
育
費
　
3
9
、  

0
6
7
円

衛
生
費

　
3
3
、  

4
4
2
円

公
債
費

　
2
5
、  

7
1
4
円

消
防
費
　
1
9
、  

2
3
2
円

土
木
費
　
1
5
、  

0
6
7
円

商
工
費
　
2
、
5
0
5
円

農
林
水
産
業
費
　
2
、
2
7
3
円

そ
の
ほ
か
　
5
4
、  

9
2
1
円

問
　
財
政
課
財
政
班
　
内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

用
語
の
説
明

◆
歳
入

市
税
　
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
な
ど

国
庫
支
出
金
　
国
か
ら
の
補
助
金

な
ど

市
債
　
市
が
国
や
銀
行
な
ど
か
ら

長
期
に
わ
た
っ
て
借
り
る
借
金

地
方
交
付
税
　
所
得
税
な
ど
の
国

税
5
税
の
一
定
割
合
が
自
治
体
間

の
財
政
力
格
差
を
是
正
す
る
た
め

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

県
支
出
金
　
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど諸
収
入
　
貸
付
金
の
返
済
金
や
預

金
利
子
な
ど

繰
入
金
　
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金

の
取
り
崩
し
額
な
ど

そ
の
ほ
か

　
使
用
料
お
よ
び
手
数

料
、
繰
越
金
な
ど

◆
歳
出

民
生
費

　
高
齢
者
や
児
童
な
ど
の

福
祉
に
掛
か
る
支
出

教
育
費

　
学
校
・
社
会
教
育
な
ど

に
掛
か
る
支
出

衛
生
費

　
健
康
診
断
や
ご
み
処
理

な
ど
に
掛
か
る
支
出

総
務
費
　
庁
舎
の
維
持
管
理
や
広

報
、
企
画
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

に
掛
か
る
支
出

公
債
費
　
市
の
借
入
金
の
元
金
や

利
息
の
返
済
金
に
掛
か
る
支
出

消
防
費
　
消
防
署
の
運
営
や
消
防

団
の
活
動
に
掛
か
る
支
出

土
木
費
　
道
路
の
建
設
や
維
持
管

理
な
ど
に
掛
か
る
支
出

そ
の
ほ
か

　
議
会
費
、
農
林
水
産

業
費
、
商
工
費
な
ど

歳入
169億6,511万

7千円

歳出
169億6,511万

7千円

市税
85億8,140
万9千円
（50.6㌫）

国庫支出金
19億1,165
万5千円
（11.3㌫）

市債
14億7,010
万円

（8.7㌫）

地方交付税
11億6,300
万円

（6.8㌫）

繰入金
10億804万3千円
（5.9㌫）

県支出金
8億2,634万7千円
（4.9㌫）

諸収入
6億531万9千円
（3.6㌫）

そのほか
13億9,924万4千円
（8.2㌫）

民生費
50億201万
5千円

（29.5㌫）

教育費
24億3,137
万円

（14.3㌫）
総務費
21億995万
8千円

（12.5㌫）

衛生費
20億8,132
万1千円
（12.3㌫）

公債費
16億36万6
千円

（9.4㌫）

消防費
11億9,694万6千円
（7.1㌫）

土木費
9億3,772万9千円
（5.5㌫）

そのほか
16億541万
2千円
（9.4㌫）

一般会計歳入・歳出内訳
（円グラフ）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
ま
ち
を
築
く

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
】

2
億
2
、
2
3
3
万
4
千
円

　
小
学
6
年
生
ま
で
の
子
に
入
院
・

通
院
・
調
剤
の
医
療
費
を
、
中
学
生

に
入
院
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
小
学
校
施
設
改
修
事
業
】

4
億
7
、
1
1
2
万
3
千
円

　
白
井
第
一
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
な
ど
の
実
施
設
計
、
南
山
小

学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
築
く

【
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業
】

1
、
2
5
4
万
円

　
耐
震
性
能
が
不
足
し
、
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
市
役
所
庁
舎
の
整
備
に

係
る
基
本
計
画
の
策
定
や
基
本
設
計

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
25
・
26
年
度
の

2
カ
年
で
行
い
ま
す
。

【
地
域
防
災
計
画
推
進
事
業
】

4
、
8
5
0
万
7
千
円

①
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
災
害
予
防
対
策
と
応
急
対

策
の
検
討
を
行
い
、
既
存
の
地
域
防

災
計
画
を
総
合
的
に
見
直
し
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
自
治
会
等
長
や
防
災
担
当
者
な

ど
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
自

治
会
な
ど
へ
向
け
た
「
災
害
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
23
か
ら
25
年
度

ま
で
の
3
カ
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

②
避
難
所
と
な
る
小
学
校
へ
の
耐
震

性
非
常
用
井
戸
を
計
画
的
に
整
備
し

ま
す
。
ま
た
新
規
指
定
避
難
所
へ
防

災
倉
庫
を
設
置
し
、
防
災
資
機
材
を

配
置
し
ま
す
。

【
防
犯
対
策
事
業
】

57
万
3
千
円

　
青
色
回
転
灯
車
両
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ま
た
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
住

民
パ
ト
ロ
ー
ル
の
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

５
０
０
万
円

　
自
立
訓
練
施
設
を
誘
致
し
、
整
備

す
る
た
め
の
建
設
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
介
護
老
人
施
設
整
備
補
助
事
業
】

6
、
3
0
0
万
円

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
整
備
す
る

者
を
公
募
に
よ
り
誘
致
し
、
必
要
に

応
じ
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
築
く

【
感
染
症
予
防
事
業
】

7
、
0
3
9
万
8
千
円

　
感
染
症
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、

子
宮
頸け
い

が
ん
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
H

iヒ
ブb
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
）

の
ほ
か
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受

み
ど
り
豊
か
で
快
適
な

ま
ち
を
築
く

【
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
】

1
、
9
2
5
万
円

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
で

あ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
利

用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
と
高
効
率
給
湯
器
を
設

置
し
た
市
民
に
対
し
て
、
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

つ
い
て
は
市
内
産
業
の
振
興
の
た
め
、

元
気
に
活
躍
で
き
る
ま

ち
を
築
く

【
地
域
活
性
化
推
進
事
業
】

2
7
8
万
6
千
円

　
小
学
校
区
内
の
連
帯
意
識
と
自
治

意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
地
域
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
構
築
と
地

域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
の
た
め
、

小
学
校
区
単
位
の
自
治
組
織
の
連
合

体
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
主
要
事
業

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

【
事
業
仕
分
け
事
業
】

2
2
6
万
3
千
円

　
事
業
の
目
的
や
本
質
を
明
確
化
し
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
推
進
や
市
民

へ
の
説
明
責
任
の
徹
底
、
職
員
の
意

そ
の
他

【
放
射
能
対
策
事
業
】

3
、
6
2
2
万
8
千
円

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
や
戸
建
て
住

宅
、
集
合
住
宅
な
ど
の
除
染
対
策
を

【
社
会
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
】

3
、
2
1
8
万
3
千
円

　
老
朽
化
し
た
中
木
戸
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
農
業
生
産
技
術
・
経
営
改
善
支
援

事
業
】

1
、
7
0
0
万
円

　
降
雹ひ
ょ
うな
ど
に
よ
る
ナ
シ
の
被
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
目
的

防
災
網
の
張
り
替
え
に
掛
か
る
経
費

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
】

3
2
1
万
4
千
円

　
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
図
る
た
め
、

市
場
な
ど
で
の
消
費
宣
伝
活
動
や
チ

ラ
シ
な
ど
の
販
売
促
進
用
資
材
の
作

成
を
行
い
、
生
産
者
な
ど
に
よ
る
国

内
で
の
販
路
拡
大
・
販
売
促
進
活
動

へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
の
特
産
物
で
あ
る
ナ
シ
に
つ
い

て
は
、
国
外
に
お
け
る
販
路
を
拡
大

す
る
た
め
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を

推
進
し
、
ま
た
ナ
シ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

市
内
事
業
者
が
設
置
を
行
っ
た
場
合
、

補
助
額
を
拡
大
し
ま
す
。

【
市
道
維
持
修
繕
事
業
】

1
億
4
、
8
2
3
万
1
千
円

　
破
損
の
著
し
い
市
道
の
舗
装
や
排

水
施
設
な
ど
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

ま
た
崖
地
の
保
護
と
道
路
の
保
護
の

た
め
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」

に
指
定
さ
れ
た
斜
面
地
の
保
護
工
事

を
行
い
ま
す
。

【
市
道
新
設
改
良
事
業
】

1
億
6
、
9
3
1
万
6
千
円

　
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
幹
線
市
道
の
整
備
や
一

け
る
際
に
も
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
特
定
健
康
診
査
事
業
】

3
、
2
2
8
万
4
千
円

　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
行
う
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
向
上
に
向
け
た
体
制
の
整
備

を
図
る
た
め
、
自
己
負
担
金
を
無
料

に
し
ま
す
。

　
ま
た
腎
疾
患
に
関
す
る
予
防
対
策

を
強
化
す
る
た
め
、
特
定
健
康
診
査

の
検
査
項
目
に
「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
検
査
」
を
加
え
て
実
施
し
ま
す
。

【
特
定
保
健
指
導
事
業
】

1
4
8
万
1
千
円

　
保
健
指
導
を
受
け
や
す
い
体
制
を

整
備
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
特
定
健
診

を
行
う
会
場
で
特
定
保
健
指
導
の
初

回
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

進
め
る
と
と
も
に
、
活
動
資
材
や
機

材
の
貸
与
な
ど
を
行
う
こ
と
で
市
民

の
除
染
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た

農
産
物
や
給
食
食
材
な
ど
の
放
射
性

物
質
検
査
や
放
射
線
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
こ
れ
ら
一
連
の
放
射
能
対

策
事
業
を
効
率
的
に
進
め
、
市
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
】

8
0
0
万
円

　
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る
市

内
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を

図
る
た
め
、
市
内
事
業
者
に
よ
り
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
人
に
対
し

整
備
費
な
ど
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

【
地
域
福
祉
計
画
推
進
事
業
】

26
万
1
千
円

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
お
け
る
体
制

と
基
盤
を
作
る
た
め
、
地
域
の
課
題

や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
各
方
面
の
取
り

組
み
を
調
整
す
る
職
員
（
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
育
成
を
進

め
ま
す
。

基
本
設
計
、
七
次
台
小
学
校
校
舎
の

老
朽
化
改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
中
学
校
施
設
改
修
事
業
】

1
、
8
9
5
万
3
千
円

　
南
山
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
な
ど
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
老
朽
化
対

策
事
業
】

9
2
0
万
9
千
円

　
老
朽
化
の
進
ん
だ
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
建
て
替
え
に
係
る
方
法
の

検
討
と
基
本
計
画
の
作
成
を
行
い
ま

す
。

に
お
け
る
方
針
を
明
確
に
す
る
た
め
、

市
梨
業
組
合
や
農
業
協
同
組
合
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
新
た

な
生
産
販
売
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業
】

34
万
3
千
円

①
（
仮
称
）
白
井
市
産
業
振
興
条
例

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
の

附
属
機
関
と
し
て
学
識
経
験
者
、
産

業
経
済
団
体
、
事
業
者
、
市
民
な
ど

で
構
成
す
る
組
織
を
設
置
し
、
産
業

振
興
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
県
内
の
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と

の
交
流
・
連
携
の
推
進
を
図
り
、
産

学
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
促
進

し
ま
す
。

【
商
工
会
活
動
支
援
事
業
】

1
0
0
万
円

　
市
内
の
経
済
の
活
性
化
と
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
商

工
会
が
実
施
す
る
「
暮
ら
し
な
ん
で

も
お
助
け
隊
事
業
」
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

【
工
業
団
地
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
】

2
8
0
万
円

　
工
業
団
地
に
お
け
る
企
業
誘
致
と

既
存
企
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
議
を

進
め
、
道
路
法
に
基
づ
く
計
画
決
定

を
行
い
ま
す
。

般
市
道
の
拡
幅
な
ど
の
改
良
、
必
要

性
の
高
い
未
舗
装
道
路
の
舗
装
を
行

い
ま
す
。

【
橋
梁
維
持
事
業
】1

、
8
3
0
万
円

　
今
井
橋
ほ
か
の
修
繕
工
事
の
設
計

業
務
を
行
い
ま
す
。

【
水
路
維
持
改
修
事
業
】

5
、
9
9
5
万
5
千
円

　
水
路
機
能
の
確
保
と
幹
線
市
道
な

ど
の
改
良
事
業
を
進
め
る
た
め
、
道

路
排
水
流
末
と
な
る
水
路
改
修
の
測

量
設
計
と
水
路
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

識
改
革
を
図
る
た
め
に
事
業
仕
分
け

を
実
施
し
、
事
業
の
必
要
性
や
実
施

主
体
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
外

部
の
視
点
に
よ
る
公
平
・
客
観
的
な

評
価
を
行
い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
23
か
ら
25
年
度

ま
で
の
3
カ
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
提
供

事
業
】

2
5
6
万
2
千
円

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
平
成
26
年
度

に
更
新
す
る
た
め
、
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
次
期

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
様
を
作
成
し
ま

す
。

【
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
推
進
事
業
】

17
万
5
千
円

　
新
た
に
策
定
し
た
市
民
参
加
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民
活
動
団
体
や

自
治
会
な
ど
と
の
連
携
を
調
整
す
る

人
材
を
市
民
の
中
か
ら
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
市
民
活
動
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
市
職
員
が
市
と
地
域
や
市

民
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
各
方
面
で
の
調

整
を
行
う
た
め
の
「
技
能
」
を
取
得

す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員
研

修
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

【
七
次
中
継
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業
】

2
億
9
、
1
3
1
万
円

　
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
た
め
、
施

設
に
つ
い
て
平
成
26
年
度
ま
で
に
耐

震
構
造
に
よ
る
建
て
替
え
を
行
い
ま

す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
23
か
ら
26
年
度

ま
で
の
4
カ
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
雨
水
排
水
施
設
整
備
事
業
】

8
、
8
3
7
万
5
千
円

　
白
井
地
区
の
一
部
に
雨
水
管
渠き
ょ

の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
冨
士
地
区

の
事
業
認
可
に
向
け
た
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
24
か
ら
26
年
度

ま
で
の
3
カ
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
学
校
図
書
館
運
営
事
業
】

1
、
8
1
3
万
8
千
円

　
学
校
図
書
館
を
各
教
科
な
ど
で
の

学
習
に
活
用
し
た
り
、
学
ん
だ
こ
と

を
確
か
め
た
り
、
資
料
を
集
め
て
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
り

す
る
な
ど
、
主
体
的
な
学
習
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
機
能
さ
せ
る
と
と

も
に
、
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
読

書
活
動
推
進
補
助
教
員
を
配
置
し
ま

す
。

前回の事業仕分けの様子

市役所庁舎

戸建て住宅での除染の様子
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保

健

師

で

す

じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く

な
い
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人

と
関
係
を
持
ち
、
社
会
と
つ
な
が

る
こ
と
。
こ
れ
は
運
動
・
口こ

う
く
う腔
機

能
の
衰
え
や
認
知
機
能
の
低
下
な

ど
の
老
化
現
象
の
加
速
を
抑
え
る

特
効
薬
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
趣

味
や
仕
事
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
良
い
の
で
1
日
で
も
長
く
家
の

外
で
の
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
生
活
の
工
夫
を
心
掛
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

定
年
後
を
ど
う
生
き
る
か
の
選
択

に
よ
っ
て
老
化
現
象
を
進
行
さ
せ

る
速
度
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
75
歳
を
過
ぎ

た
4
人
に
1
人
が
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
80
歳
以
上
の
4
人
に

1
人
は
何
ら
か
の
認
知
症
の
症
状

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
12
年
後
の
平
成
33
年
（
2
0
2

5
）
に
は
市
の
高
齢
化
率
が
30
㌫

を
超
え
る
推
計
と
な
っ
て
お
り
、

約
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
行
い
、
好
き
な
物
を
食

べ
な
が
ら
生
き
生
き
と
生
活
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
今
か
ら
20
年
後

の
元
気
な
自
分
の
姿
を
思
い
描
き

な
が
ら
生
活
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
保
健
師
　
鈴
木
圭
子

　
皆
さ
ん
は
定
年
退
職
後
に
、
ど

ん
な
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
か
。
家
庭
菜
園
や
旅
行
な
ど
の

趣
味
活
動
や
地
域
に
貢
献
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
れ

と
も
運
動
で
の
健
康
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　  「
65
歳
は
若
い
」
と
い
う
の
が
、

私
が
4
年
間
高
齢
者
福
祉
課
に
勤

務
し
て
感
じ
た
思
い
で
す
。
国
で

65
歳
を
高
齢
者
と
決
め
た
昭
和
31

年
（
1
9
5
6
）
の
日
本
の
平
均

寿
命
は
男
性
63
歳
、
女
性
67
歳
で

し
た
。
平
均
寿
命
が
男
性
79
歳
、

女
性
86
歳
と
な
っ
た
現
在
に
お
い

て
、
65
歳
の
人
を
高
齢
者
と
呼
ぶ

の
に
違
和
感
が
あ
る
の
は
否
め
な

い
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も
年
齢
を

重
ね
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
、
老
い
は
必
ず
訪
れ
る
も
の
で

す
。
そ
こ
で
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
「
65
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の

20
年
間
を
ど
う
生
き
て
い
く
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
冒
頭
に
い
く
つ
か
の
イ
メ
ー
ジ

を
例
示
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
も

さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

65
歳
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
楽
し
そ
う
な
こ
と
を
始

め
て
は
み
た
け
れ
ど
長
続
き
せ
ず
、

70
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
家
に
閉

65

歳

か

ら

の

生

き

方

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査
結
果

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
1
月
28
日
か
ら
2
月
8

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
全
て
の
品
目
に
お

い
て
放
射
性
物
質
は
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
マ
ツ
ナ
、

ナ
バ
ナ
、
カ
ブ
、
サ
ラ
ダ
ハ
ク
サ
イ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4  

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ

ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定
下

限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密
度

な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

春の全国火災予防運動
～本日から7日㈭まで～

　本日から7日㈭まで「春の火災予防運動」が全国一斉に実施さ
れます。この時季は空気が非常に乾燥し、毎年多くの火災が発生
します。近年の火災による死者は、年齢別でみると高齢者に多く
出ているので、特に一人暮らしの高齢者は火の取り扱いに十分に
注意をしてください。
　また火災による死者の発生と財産の損失を防ぐために、住宅用
火災警報器を設置しましょう。住宅用火災警報器の詳細について
は、印西地区消防組合消防本部へ問い合わせてください。
【平成24年度印西地区消防組合防火標語】

「火は消して　防火の意識は　消さないで」
■問　印西地区消防組合消防本部予防課☎0476（46）9971、市市
民安全課消防防災班　内線3323

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
法
目
ふ
る
さ
と
農
園
と

折
立
ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

利
用
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
㈪

〜
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
（
1
年
間
）

対
象

　
市
内
在
住
者
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
抽
選
に
な
る
場
合
は
、
3
月
14
日

㈭
の
午
前
10
時
か
ら
市
役
所
4
階
会

議
室
2
で
公
開
抽
選
を
行
い
、
利
用

者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
会
へ
の
出

席
義
務
は
な
く
、
抽
選
の
結
果
は
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
区
画
数
　
法
目
ふ
る
さ
と
農
園

12
区
画
、
折
立
ふ
る
さ
と
農
園
30
区

画※
両
方
の
園
を
重
複
し
て
申
し
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

区
画
面
積
　
30
平
方
㍍（
5
㍍
×
6
㍍
）

利
用
料

　
年
額
1
0
、  

5
0
0
円

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
農
園

名
を
記
入
の
上
、
3
月
7
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
で
農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5
2
へ

生
ご
み
堆
肥
化
講
座

　
市
で
は
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化

の
一
環
と
し
て
、
燃
や
す
ご
み
の
約

半
分
の
重
さ
を
占
め
る
生
ご
み
を
皆

さ
ん
に
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
生
ご
み
堆
肥
を
活
用
し

た
野
菜
作
り
と
花
作
り
」
「
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

義
で
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
を

利
用
し
た
上
手
な
堆
肥
作
り
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
米
ぬ
か
な
ど
を
有
用
微

生
物
群
に
よ
っ
て
発
酵
さ
せ
て
作
る

有
機
肥
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ぼ
か

し
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
関
東
E
M
普
及

協
会
　
若
倉
利
勝
さ
ん
、
㈶
自
然
農

法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
菜
園
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

　
高
田
健
次
さ
ん

申
・
問

　
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

内
線
3
2
7
5
へ

生
活
用
品
交
換
広
場

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」   「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
生
活
用

品
を
交
換
す
る
た
め
の
情
報
を
掲
載

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
市
役
所
4
階
環
境

課
前
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
譲
り
た
い
も
の
や
欲
し
い
も
の
が

あ
る
人
は
、
ま
ず
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
情
報
は
市
の
受
け
付
け
日
か
ら
原

則
3
カ
月
後
の
月
末
ま
で
掲
示
し
、

引
き
渡
し
に
掛
か
る
費
用
は
無
料
で

す
。

　
1
月
31
日
現
在
の
情
報
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
情
報
】

○
除
湿
機

○
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

【
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報
】

○
ミ
ニ
耕
運
機

○
足
踏
み
ミ
シ
ン

○
自
転
車
（
26
㌅
以
上
で
で
き
れ
ば

27
㌅
、
子
ど
も
と
一
緒
に
乗
れ
る
も

の
）

○
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー

○
D
V
D
レ
コ
ー
ダ
ー
・
プ
レ
ー
ヤ
ー

○
バ
イ
オ
リ
ン（
子
ど
も
用
、大
人
用
）

○
I
H
調
理
器

○
草
刈
り
機

○
作
業
用
一
輪
車

○
ミ
シ
ン

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
・
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
環
境
課
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線
3
2

7
5
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
独

立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
が
運
営
す
る
、
中
小
企
業
が
加
入

し
や
す
い
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
け

金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も
掛
か

ら
ず
、
社
外
で
の
積
み
立
て
の
た
め

管
理
も
簡
単
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
事
業
主
が
新
規
に
加

入
し
た
り
掛
け
金
を
増
額
し
た
り
す

る
場
合
は
、
国
が
事
業
主
へ
掛
け
金

の
一
部
を
1
年
間
助
成
し
ま
す
。
ま

た
市
で
も
事
業
主
が
こ
の
制
度
に
新

規
に
加
入
し
た
場
合
、
掛
け
金
の
一

部
を
2
年
間
補
助
し
て
い
ま
す
。

問
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
☎
0
3
（
6
9
0
7
）
1
2
3
4
、

市
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内
線

3
2
4
2

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

印西地区環境整備事業組合からのお知らせ
◆附属機関の委員を募集します～印西地区の環境行政に皆さんの力を～
　印西地区環境整備事業組合では、印西クリーンセンター次期施設用地の再選定を行うこ
ととしたので、その募集方法や比較評価などに関して調査・審議を行う「次期中間処理施
設整備事業用地検討委員会」の住民委員を募集します。また「一般廃棄物に関する基本計
画」の策定に関して調査・審議を行う「印西地区ごみ処理基本計画検討委員会」の住民委
員を併せて募集します。
募集人数　次期中間処理施設整備事業用地検討委員会　3人　印西地区ごみ処理基本計画
検討委員会　2人（いずれも応募者多数の場合は選考基準による選考）
※募集人数は白井市から募集する人数で、それぞれの検討委員会住民委員の人数は次期中
間処理施設整備事業用地検討委員会が10人、印西地区ごみ処理基本計画検討委員会が7人
です。
　両委員に重複して応募することはできません。
■申・■問　申込書（印西地区環境整備事業組合ホームページにあります）に必要事項を記
入の上、必要書類を添えて21日㈭までに郵送か直接〒270―1352　印西市大塚1―1―1　
印西地区環境整備事業組合　印西クリーンセンター技術班☎0476（46）2734へ
※申し込み前には、必ず印西地区環境整備事業組合ホームページにある募集要項の内容を
確認してください。

◆印西地区一般廃棄物最終処分場説明会を開催します
　印西地区一般廃棄物最終処分場の現況や施設の今後の動向について、職員が説明します。
日時　23日㈯　午前10時～
場所　印西市ふれあいセンターいんば
対象　白井市・印西市・栄町在住者
■問　印西クリーンセンター最終処分場班☎0476（99）0181
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ ホウレン草の
アーモンド和

あ

え

材料（4人分）
ホウレン草1束、アーモンド
20㌘、しょうゆ大さじ1と1/2、
砂糖大さじ2
作り方　①ホウレン草は軽く
下ゆでし、水にさらした後で
よく絞り、約3㌢㍍の長さに
切る　②アーモンドは乾

から い

煎り
し、ビニール袋に入れてすり
こぎなどで粗めに砕く　③ボウルにしょうゆ、砂糖、アーモ
ンドを入れて混ぜ、ホウレンソウを加えてさらに混ぜる
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　ホウレン草とアーモンドには、貧血を予防する鉄や骨粗しょ
う症を予防するためのカルシウムが含まれています。また、
アーモンドにはビタミンEが多く含まれ、悪玉コレステロー
ルを下げる働きもあります。
　アーモンドは煎

い

ることで香りが引き立ち、おいしさが増し
ます。また、アーモンドのほかにピーナッツやクルミでもお
いしく作ることができます。
1人当たりの栄養価　62㌔㌍、カルシウム38㍉㌘、鉄1.4㍉㌘

ホウレン草のアーモンド和
あ
え

非
常
勤
職
員
（
助
産
師
・

保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
」  

（
両
親
学
級
）
や
乳
幼
児
健

診
な
ど
の
母
子
保
健
業
務
を
行
う
非

常
勤
職
員
（
助
産
師
・
保
健
師
）
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
助
産
師
か
保
健
師
の
免

許
を
有
す
る
人
　
2
人

勤
務
日
時
　
4
月
か
ら
の
平
日
　
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
勤
務
日
時
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
別
途
相
談
に
応
じ
ま
す
。

勤
務
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
給
　
1
、
3
0
0
円
（
別
途
交
通

費
あ
り
）

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
上
で
、
助
産
師
か
保
健
師
免

許
の
写
し
を
添
え
て
直
接
健
康
課
母

子
保
健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9

5
へも

う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
土
曜
日
コ
ー
ス

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
平
日
忙
し
い
パ
パ
や
マ

マ
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容
　
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
話
、

沐も
く
よ
く浴
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
、
妊

産
婦
体
操

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
パ
パ
の
子
育

て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
父
子
手
帳
）  

、

筆
記
用
具

介護予防講演会
「人も地域も元気になる」～健康づくり、

趣味活動、働くことを通して～
　近年「『働く』ことを通して生涯の健康づくりに
活かしていく」という考え方が広まり始めています。
今回の講演会では「シニアの生きがい支援」につい
て研究する、前回も講師として招いた東京大学高齢
社会総合研究機構の矢冨直美特任研究員が最新情報
とその実例を皆さんに伝えます。
日時　23日㈯　午後1時30分～ 4時（開場　午後1時）
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住・在勤者　150人（申し込み順）
■申・■問　住所、氏名、年齢、電話番号を電話、ファクスかEメールで
15日㈮までに高齢者福祉課高齢者支援班☎電話（497）3484・ （492）
3033・  koureisya-fukusi@city.shiroi.chiba.jpへ

申
・
問

　
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健

康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
5
へ

市
役
所
で
献
血
が
で
き

ま
す

　
市
役
所
で
献
血
を
実
施
す
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　
千
葉
県
で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
・
顕
微
授
精
）
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
、
1
回
の
治
療
に
つ
き

上
限
額
15
万
円
で
1
年
度
当
た
り
2

回
（
1
年
度
目
に
限
り
年
3
回
）
を

限
度
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
前
年
の
2
人
の
合
計
所
得
額

が
7
3
0
万
円
未
満
の
夫
婦

※
指
定
医
療
機
関
で
の
治
療
が
今
年

度
中
に
終
了
し
な
い
場
合
、
治
療
費

の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
上
で
特
定
不
妊
治
療
受
診
等

証
明
書
、
領
収
書
、
住
民
票
（
発
行

か
ら
3
カ
月
以
内
で
続
柄
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）  

、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ

の
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
証
明
書
、

通
帳
の
写
し
、
口
座
振
替
依
頼
書
を

添
え
て
29
日
㈮
ま
で
に
直
接
印
旛
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

※
申
請
書
、
特
定
不
妊
治
療
受
診
等

証
明
書
、
口
座
振
替
依
頼
書
は
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
千
葉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

矢冨直美特任研究員

使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど

も
用
三
輪
車
を
探
し
て

い
ま
す

　
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
印
旛
地
区
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
が
印
旛
郡
内
の
子
ど
も
を
参

加
対
象
と
し
て
毎
年
実
施
す
る
「
青

少
年
の
日
・
地
域
の
つ
ど
い
大
会
」

に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
に
白
井
市

が
会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
と
し
て
「
三
輪
車
耐
久

レ
ー
ス
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

大
会
の
開
催
に
伴
い
、
市
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
で
は
皆
さ
ん
の
家

庭
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
子
ど
も
用

三
輪
車
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
集
め
た
三
輪
車
は
、
大
会
終
了
後

に
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
が

責
任
を
も
っ
て
再
利
用
す
る
か
処
分

し
ま
す
。

募
集
台
数
　
子
ど
も
用
三
輪
車
　
20
台

※
色
や
形
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま

た
古
く
て
も
油
を
差
す
な
ど
の
少
々

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
使
用
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
相

談
員
が
行
い
ま
す
。
三
輪
車
は
事
前

に
連
絡
・
調
整
し
た
上
で
相
談
員
が

回
収
に
行
き
ま
す
。

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

か
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
4
月
15
日

㈪
ま
で
に
電
話
、
E
メ
ー
ル
か
直
接

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内
線
3

4
3
3
・ sy

ou
g
ai-g
ak
u
sy
u

u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

（
仮
称
）
白
井
市
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
準
備

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
国
は
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
文
化
芸
術
の
振
興
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図

る
た
め
の
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
（
第
3
次
基
本

方
針
）  

」
を
策
定
し
ま
し
た
。
方
針

に
あ
る
「
社
会
を
挙
げ
て
の
文
化
芸

術
振
興
」
の
中
で
は
「
民
間
団
体
な

ど
に
よ
る
自
発
的
な
支
援
が
文
化
芸

術
振
興
に
と
っ
て
不
可
欠
で
『
新
し

い
公
共
』
の
担
い
手
と
し
て
も
そ
れ

ら
の
自
立
的
な
活
動
が
一
層
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
」
と
あ
り
ま
す
。

　  「
文
化
を
も
っ
て
市
民
に
幸
せ
を

届
け
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
自
ら
公

共
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
身
近
な

分
野
で
共
助
精
神
を
発
揮
し
活
動
す

る
た
め
の
「   （
仮
称
）
白
井
市
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
準
備
会
」
を
立

ち
上
げ
る
に
当
た
り
、
趣
旨
に
賛
同

し
協
力
し
て
く
れ
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

申
・
問

　
10
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
文

化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）
1
1
2

3
へ白

井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

イ
ベ
ン
ト
ワ
ン
デ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時

　
13
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
10
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
参

加
費
持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公

園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

白
井
運
動
公
園
ポ
ー
ル

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
専
用
ポ
ー
ル
を
持
ち
な
が
ら
歩
く

こ
と
で
、
正
し
い
姿
勢
で
バ
ラ
ン
ス

良
く
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
運
動
効

果
も
ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
運
動
方
法

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
荒
天
中
止
）

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、  

5
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
保
険
代
な
ど
）

※
ポ
ー
ル
を
借
り
る
場
合
は
別
途
5

0
0
円
掛
か
り
ま
す
。

　
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
・
問

　
19
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0

2
2
2
へ

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
に

就
学
費
を
援
助
し
ま
す

　
市
で
は
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の

い
る
家
庭
に
就
学
費
を
援
助
し
て
い

ま
す
。

対
象
　
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
事
業

税
・
固
定
資
産
税
・
市
民
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
か
市
民
税
が
非
課
税

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

もうすぐ
パパママ
クラス

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
た
世
帯
で
生

活
に
困
窮
し
て
い
た
り
病
気
や
突
発

的
な
事
故
、
災
害
な
ど
で
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
援
助

を
希
望
す
る
人
は
、
在
学
し
て
い
る

学
校
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
対
象
経
費
　
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
新
入
学
学

用
品
費
、
医
療
費
、
学
校
給
食
費
な

ど申
　
申
請
書
（
各
学
校
、
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、
直

接
在
学
し
て
い
る
学
校
へ

問
　
学
校
教
育
課
学
務
班
　
内
線
3

4
2
3

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

　
市
で
は
金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金

の
融
資
を
受
け
て
い
る
人
に
、
返
済

利
子
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

か
そ
の
保
護
者

●
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

●
国
内
の
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
入
学
を
予

定
し
て
い
る
か
在
学
し
て
い
る

●
世
帯
全
員
の
市
税
が
完
納
し
て
い
る

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
千
葉

銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
信
用
金
庫
の
市
内
各
支
店
で
月

賦
償
還
方
式
に
よ
る
教
育
資
金
の
融

資
を
受
け
て
い
る

補
助
期
間
　
交
付
決
定
日
の
翌
月
か

ら
各
学
校
の
修
業
年
限
ま
で

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班

　
内
線
3

4
1
2

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子

ど

も

公  

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
ぎ
ょ
う
ざ
ド
ッ
グ
」
を
作
ろ
う
。

日
時

　
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
持
ち
帰
り

用
の
入
れ
物
、
水
筒

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  
ボ
ー
イ
ズ
デ
ー

　
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
作

っ
て
食
べ
た
後
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

に
挑
戦
し
よ
う
。

日
時

　
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後

5
時

子

育

て

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う
「
お
楽
し

み
会
」

日
時

　
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため徒歩や自転車、車の乗り合わせなど
で来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

コ  コミセンフェスタ
日時　16日㈯　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　●●のとおり

高

齢

者

福  

ベ
ー
グ
ル
パ
ン
作
り

講
習

　
ベ
ー
グ
ル
パ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
14
日
㈭
　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
　
ク
ッ
キ
ン
グ

パ
ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

対
象
　
小
学
生
以
上
の
男
子
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
21
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

春
休
み
工
作
教
室

「
デ
コ
フ
レ
ー
ム
作
り
」

　
写
真
立
て
を
す
て
き
に
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
写
真
立
て
を
作
ろ
う
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
・
中
学
生
・
高
校
生

　
15

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
Ｌ
判
の
写
真
1
枚
、
持
ち

帰
り
用
の
袋
、
フ
レ
ー
ム
に
飾
り
た

い
物
が
あ
れ
ば
そ
の
飾
り

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
白
井
児
童
館
へ

シ  

梨
栽
培
技
能
講
習
会

　
市
の
特
産
「
ナ
シ
」
の
栽
培
に
つ

い
て
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
実

際
に
作
業
を
体
験
し
な
が
ら
必
要
な

知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時

　
3
月
21
日
㈭
〜
12
月
中
（
7

日
間
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
ナ
シ
は
気
象
条
件
に
よ
り
開
花
時

期
に
差
が
あ
る
た
め
、
詳
細
な
日
程

に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー
、

市
梨
業
組
合
員
樹
園
地

対
象

　
原
則
60
歳
以
上
で
全
日
程
参

コミセンフェスタ日程表
内容 プログラム（開催時間）

展示 絵画、陶芸、写真、書、木
き め こ み

目込人形・白井コミュニティセンター活動報告（終日）

発表・体験

【発表】チアリーディング（9：45～）、自
じきょうじゅつ

彊術体操（10：15～）、ピアノとオペラ（11：15～）、民謡（12：
30～）、太極拳（14：00～）
【体験】親子リトミック・キッズ（10：30～）、親子リトミック・トドラー（11：25～）、親子リトミッ
ク・ベビー（12：20～）、和装着付け実演（14：00～）
木目込み、リンパ美容セラピー（終日）

模擬店・
販売

白井の野菜けんちん汁、餃子、焼きそば、ばらっぱまんじゅう、赤飯、コーヒー、紅茶、手作りケー
キ、朝どり新鮮野菜、陶芸作品、そろばん雑貨、フリーマーケット、花布巾、ハチミツ、EM製品、
ウコン、枕カバー、アクセサリー、クラフト品（終日）、抹茶席（14：00 ～）

児童館 工作あそび（10：00 ～）、ゲームコーナー（13：00 ～）
※スタンプラリーの抽選会を午後3時から行います。

シ   初級パソコン講習会
～ステップアップ講座～

　案内状の作成やEメールの送受信、
インターネットの閲覧方法など楽しく
学びましょう。
日時　14日㈭・15日㈮・19日㈫・
21日㈭・22日㈮（全5日間）　午後1時
45分～ 4時45分
場所　高齢者就労指導センター
対象　市内在住のおおむね60歳以上で
マウスの操作、ローマ字入力ができ、全日程参加できる人　12人
※応募者多数の場合は、初めて受講する人を優先し抽選します。
参加費　1,000円（テキスト代）
■申　8日㈮までに電話か直接シルバー人材センターへ

公  ヒップホップクラブ
　リズムにのって楽しく踊るヒップホップを専門
の講師から楽しくを学ぶことができる年間登録制
のクラブです。
　クラブで学んだ成果は公民センターまつりで発
表します。
日時　毎月第2・4土曜日　午前11時～正午
※初回は4月13日㈯です。
対象　小・中学生　20人（応募者多数の場合は抽選）
※4月に小学1年生になる人から参加できます。
持ち物　運動靴、飲み物
参加費　月200円（クラブ維持費）
■申　3月11日㈪までに電話か直接公民センターへ

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
2
0
0
円
（
お
や
つ
代
）

※
希
望
者
は
別
に
3
5
0
円
（
子
ど

も
3
0
0
円
）
で
弁
当
を
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
　
5
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  
親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
手
遊
び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ん
だ

後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
13
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
5
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
12
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

加
で
き
る
人
　
20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
千
葉
県
印
旛
事
務
所
普
及
指

導
員
、
市
梨
業
組
合
員

申
　
3
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

お
花
見
会

　
懐
か
し
い
曲
を
聴
き
な
が
ら
、
花

見
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
5
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

3
時

※
午
後
1
時
30
分
か
ら
ギ
タ
ー
の
生

演
奏
が
あ
り
ま
す
。

対
象

　
お
お
む
ね
ね
60
歳
以
上
の
人

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
、
茶

菓
子
代
）　

申
　
3
月
17
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  子育てに使える
Facebook活用術

コ  コミセンフェスタ
日時　16日㈯　午前9時30分～午後4時
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり

　ママが子育て
中に、ソーシャ
ル・ネットワー
キング・サービ
ス（SNS）のフェ
イスブックを活
用してできることについて、一緒
に学んでみませんか。
日時　21日㈭　午前10時～正午
対象　子育て中の母親　15人
■申　15日㈮までに電話か直接福祉
センターへ

特産のナシとなし坊

デコフレーム
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
み
る
く

　
親
子
で
遊
ん
だ
後
に
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
交
流
の
場
で
す
。
今
回
は
冨

士
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
で

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
合
気
道
会
員
募
集

　
無
料
体
験
入
学
も
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程

　
毎
週
土
曜
日

　
対
象
・
時
間

4
歳
〜
小
学
生
・
午
後
2
時
〜
3
時

中
学
生
以
上
・
午
後
3
時
15
分
〜
4

時
45
分

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

　

入
会
金
　
4
、
0
0
0
円
　
月
会
費

3
、
5
0
0
円

問
　
長
谷
川
☎
0
9
0
（
1
5
4
0
）

6
0
7
1

◆
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
・
ピ
ュ
ア
会
員

募
集

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
輪
に

な
っ
て
踊
る
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
楽

し
い
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
か
ら
の
毎
月
第
1
・
3

金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
　
場
所

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

入
会
金
　
1
、
0
0
0
円
　
会
費
　

1
、
5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
宮
田
☎
（
4
9
1
）
2
9
7
3

 

（ 

午
後
6
時
以
降
）

◆
総
合
護
身
武
道
「
拳
正
道
」

　
子
ど
も
や
女
性
、
親
子
で
も
で
き

る
総
合
護
身
武
道
で
心
身
を
鍛
え
ま

せ
ん
か
。
一
日
体
験
入
門
も
で
き
ま

す
。

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
午
後
7
時
〜

9
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

月
会
費

　
3
、  

0
0
0
円

問
　
中
村
☎
0
9
0
（
3
5
3
8
）

1
1
1
0

◆
水
彩
・
葉
書
絵
「
リ
ー
ブ
ズ
」
会

員
募
集

　
い
つ
も
笑
い
が
た
え
ず
楽
し
く
和

や
か
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

す
。
活
動
終
了
後
は
、
モ
チ
ー
フ
に

し
た
素
材
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
　
午

後
1
時
〜
3
時
　
会
費
　
3
、 

0
0

0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

※
活
動
を
見
学
し
た
い
人
は
、
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
さ
よ
（
4
9
2
）
2
4
0
3

◆
お
楽
し
み
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ

ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時

　
4
月
14
日
㈰
（
雨
天
時
は
21

日
㈰
に
延
期
）　
場
所
　
白
井
運
動

公
園
テ
ニ
ス
場
　
種
目
　
男
50
歳
以

上
、
女
45
歳
以
上
の
男
女
ペ
ア
　
対

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
市
テ
ニ
ス

連
盟
会
員
　
48
組
（
応
募
の
組
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　
参
加
費
　
一

般
ペ
ア
1
組
2
、
5
0
0
円
、
一
般

と
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ
ア
1
組
2
、

2
5
0
円
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ

ア
1
組
2
、
0
0
0
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
市
テ
ニ
ス
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
　
3
月
23
日
㈯
午
後
2
時
ま
で
に

直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
市
テ
ニ
ス
連
盟

　
中
島
☎
0
9

0
（
2
1
5
6
）
4
0
3
0

◆
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
る
企
業
な
ど
を
表
彰
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
職
場
に
お

け
る
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る

た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
」（
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
お
よ
び

「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支

援
の
た
め
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

模
範
と
な
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
表
彰
候
補
企
業
に

つ
い
て
は
31
日
㈰
ま
で
募
集
す
る
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎

0
4
3
（
2
2
1
）
2
3
0
7

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
2
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
　
場

所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一

般
（
自
由
参
加
）　  

ケ
ー
キ
代
　

1
0
0
円

問
　
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

◆
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
募
集

　
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

で
は
、
印
旛
沼
や
そ
の
流
域
の
再
生

へ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
表
彰
す
る

た
め
に
「
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
」

を
制
定
し
、
大
賞
候
補
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
細
情
報
や
応
募
用
紙
は
「
い
ん

ば
ぬ
ま
情
報
広
場
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

募
集
期
間
　
〜
4
月
15
日
㈪

問
　
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境

課
河
川
環
境
室
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

3
1
5
5

◆
印
西
市
自
転
車
駐
車
場
の
定
期
使

用
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
印
西
市
で
は
自
転
車
駐
車
場
に
お

け
る
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

26
年
3
月
31
日
ま
で
の
定
期
使
用
申

請
を
本
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
手
続
き
終
了
後
、
承
認
票
（
シ
ー

ル
）
と
承
認
証
（
カ
ー
ド
）
を
交
付

し
ま
す
。

受
付
時
間

　
平
日

　
午
前
6
時
〜
11

時
、
午
後
4
時
〜
9
時
、
土
・
日
・

祝
日

　
午
前
8
時
〜
正
午

　
受
付
場

所
　
使
用
す
る
自
転
車
駐
車
場

　
使

用
料
（
印
西
市
外
居
住
者
）　  

自
転

車
　
一
般
1
0
、  

5
0
0
円
、
高
校

生
以
下
5
、  

2
5
0
円
　
原
動
機
付

自
転
車
（
排
気
量
1
2
5
㏄
以
下
）

一
般
1
4
、  

7
0
0
円
、
高
校
生
以

下
7
、  

3
5
0
円

※
減
免
申
請
も
窓
口
で
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
（
各
自
転
車
駐
車
場
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
請
者
の
住
所
が
分
か
る
も
の

（
保
険
証
な
ど
）、
高
校
生
以
下
は
学

生
証
な
ど
の
身
分
が
証
明
で
き
る
も

の
、
使
用
料
を
添
え
て
直
接
使
用
す

る
自
転
車
駐
車
場
へ

問
　
㈳
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
☎

0
3
（
3
5
9
1
）
7
1
6
5

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

【
早
春
の
山
野
草
と
雪
割
草
展
】

　
大
江
戸
雪
割
草
友
の
会
に
よ
る
山

野
草
と
雪
割
草
展
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
体
験
教
室
も
行
い
ま
す
。

日
程

　
〜
3
日
㈰

【
花
の
丘
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
「
な
の

花
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
10
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
2
時

問
　
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

　
市
郷
土
資
料
館
学
芸
員
に
よ
る

「
郷
土
資
料
館
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い

た
展
示
の
活
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
義
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
5
日
㈫
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
　
場
所
　
郷
土
資
料
館
　
参
加

費
　
2
0
0
円

問
　
梶
☎
（
4
9
1
）
0
9
1
0

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　【
初
級
】  

8
日
㈮
・

29
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈮

　

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
・
白
井
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　【
中
・
上
級
】

8
日
㈮
・
29
日
㈮
　
午
後
1
時
〜
2

時
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
年
会

費
　
3
、
0
0
0
円
　
参
加
費
　
初

級
・
1
回
3
0
0
円
、
中
・
上
級
・

1
回
5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）

問
　
N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部
　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
陽
会
」
無

料
体
験

　
大
正
琴
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
こ

の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
相
談
会

　
土
地
の
境
界
問
題
や
建
物
登
記
な

ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所

　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支

局
・
成
田
出
張
所

問
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印
旛
支

部
　
山
﨑
☎
0
4
3
（
4
8
6
）
4

0
8
7

◆
バ
ス
で
巡
る
大
人
の
社
会
科
見
学

〜
箕
郷
梅
林
梅
祭
り
見
学
と
水
沢
観

音
〜

日
時
　
15
日
㈮
　
集
合
場
所
・
出
発

時
間
　
白
井
駅
南
口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ

ー
・
午
前
7
時
20
分
、
西
白
井
駅
・

午
前
7
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　
6
、

0
0
0
円
（
バ
ス
・
保
険
代
・
昼
食
代
）

申
・
問

　
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際

交
流
機
構

　
大
谷
☎
0
4
7
（
4
2

3
）
2
2
8
0
へ

◆
千
葉
県
弁
護
士
会
講
演
会

　
一
橋
大
学
渡
辺
治
名
誉
教
授
を
講

師
に
迎
え
、「
平
和
憲
法
の
危
機
を

語
る
〜
主
権
者
と
し
て
ど
う
考
え
行

動
す
る
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
開
場

　
午
後
1
時
〜
）

場
所

　
千
葉
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

　

入
場
料

　
無
料

※
当
日
は
手
話
の
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問
　
千
葉
県
弁
護
士
会
☎
0
4
3

（
2
2
7
）
8
4
3
1

◆
で
ん
だ
い
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
〜
親

子
で
体
験
し
よ
う
〜

日
程
・
内
容
　
25
日
㈪
・
パ
ソ
コ
ン

お
も
し
ろ
じ
ょ
う
ほ
う
体
験
、
26
日

㈫
・
デ
ジ
カ
メ
で
3
D
写
真
を
撮
っ

て
み
よ
う
、
29
日
㈮
・
未
来
の
教
室

〜
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
こ
れ
か

ら
の
学
び

【
共
通
】

対
象

　
小
学
生
の
子
と
そ
の
保
護
者

各
日
20
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
時
間

　
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

　
場
所

　
東
京
電
機
大
学
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
印
西

市
）

※
4
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。

申
　
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
7
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
み

問
　
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
9
5
5
5

◆
七
次
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会

　
嵐
や
ビ
ー
ズ
な
ど
の
曲
の
ほ
か

「
雅
風
断
章
」
や
歌
劇
「
カ
ヴ
ァ
レ

リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
を
演
奏

し
ま
す
。

　
当
日
は
白
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
や

尚そ
う
び美
学
園
の
皆
さ
ん
の
演
奏
も
行
い

ま
す
。

日
時
　
27
日
㈬
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜 

）　 

場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料
　
無

料問
　
松
岡
☎
（
4
9
2
）
2
2
4
8

◆
春
休
み
演
劇
W
o
r
k
s
h
o
p

　
演
劇
を
通
し
て
言
葉
を
融と

か
す
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈮
〜
31
日
㈰
（
全
3
回
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
場
所
　
冨
士
セ

ン
タ
ー

　
参
加
費

　
1
、
0
0
0
円

（
施
設
使
用
料
、
保
険
代
、
資
料
代
）

問
　
中
村
☎
（
4
4
3
）
8
6
4
5

ボ  被災地復興支援事業参加者募集
　災害はいつ発生するか分かりません。ボランティアセンターでは、災
害が発生したときに活躍する災害ボランティアを育成しています。その
一環として今後起こりうる災害に対して、地域などでどのように対応す
るかを目的とした事業を開催します。
　今回、東日本大震災の被災地である福島県いわき市を訪問し、被災地
の様子を直接見たり現地の人から当時の話を聞いたりします。
　車中では、復興の途上にある被災地の現状を知るためのDVDを上映し
ます。また被災地を元気づけるために、地域の人たちとの交流や特産品
の購入なども行います。
日程　19日㈫　
集合時間・集合場所　午前7時20分・保健福祉センター
※解散は午後7時を予定しています。
対象　災害ボランティアに関心があり、今後ボランティアセンターが計
画する災害体制の整備に携わることができる人　40人（申し込み順）
参加費　2,000円（交通費、保険代、ただし昼食代は実費）
■申　12日㈫までに電話か直接ボランティアセンターへ

2013.3.17
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土

1 2
□消費生活相談
□心配ごと相談
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

3 4 5 6 7 8 9
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

10 11 12 13 14 15 16
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所

□消費生活相談
■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■交通事故相談
（10：00 ～ 14：30市役所）
■人権相談（10：00
～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

17 18 19 20 21 22 23
■千葉県知事選挙投
開票

□消費生活相談 □消費生活相談 【春分の日】 ■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

24 25 26 27 28 29 30
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

□消費生活相談 □消費生活相談
■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■住宅リフォーム無
料相談（13：00 ～
16：00市役所）

□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
□木造住宅無料耐震
診断相談（10：00 ～
16：00市役所）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

31
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

文化会館 ☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

プラネタリウム館 ☎(492)1125 乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

10日㈰

大 hip hopダンスサー
クルbeat発表会 14：00 無 料 伊藤

☎(497)0630

中 親子まんが映画会 10：30、
13：30    500円 アニメセンター

☎090(4715)1936

16日㈯ 中 ファミリーコン
サート 14：00 無 料 佐藤

☎(492)3130

17日㈰ 大 桜台中学校吹奏楽
部定期演奏会 12：30 無 料

桜台中学校
宮井
☎(492)7020

20日㈷ 大
風の五重奏団と仲
間たちによるファ
ミリーコンサート

14：00

全席自由
一般1,000円
小・中学生
500円

文化会館
☎(492)1121

21日㈭ 中 働く応援フェスタ 13：30 無 料 社会福祉課
☎(497)3483

23日㈯ 大
秀明八千代中学・
高等学校吹奏楽部
定期演奏会

13：00 無 料
秀明八千代中学・
高等学校　池永
☎(450)7001

24日㈰

大 スプリングダンス
コンサート 15：30 無 料 鳥海

☎090(4917)1816

中 ハートフルコン
サートin白井 13：00 無 料 亀山

☎(491)9591

27日㈬ 大 七次台中学校吹奏
楽部定期演奏会 14：00 無 料

七次台中学校　
山本
☎(491)1275

29日㈮ 大 白井高等学校吹奏
楽部定期演奏会 17：30 無 料

白井高等学校吹
奏楽部　石井
☎(491)1511

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。
日 程 時　間 場　　所

 1日㈮

10:00 ～ 11:30

冨士センター

13日㈬ 西白井複合センター

14日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。14日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

郷土資料館 ☎(492)1124

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

□消費生活相談　月・火・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　火～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00～16:00　保健福祉センター(要予約）
　企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は8:30から
窓口で受付順）　保健福祉センター社会福
祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）今月のみ
第1・2水曜日　10:15 ～ 15:00（予約優
先）　保健福祉センター保健福祉相談室☎
（497）3491
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終
金曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　
建築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

各　種　相　談

項　目 日　時 内　容 対　象 場所

おはなし
かい

6日・13日・27日
（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなし
のへや

親子おは
なしかい

27日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み聞
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

朗読の会
「もえぎ」
による朗
読会

1日㈮
13：30 ～

大人向けの文
学作品の朗読 一般 2階研修室

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

図書館 ☎(492)1122

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
 8日㈮

○保
9:30 ～ 10：00

24年10月生まれの人には個人通知
19日㈫ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
 7日㈭ ○保 9:45 ～ 10:00 24年5月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
12日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 23年8月生まれの人には個人通知
15日㈮

2歳児歯科健康診査
13日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 22年9月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 1日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 21年9月生まれの人には個人通知
 5日㈫

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

南山から白井駅方面を望む

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

ぼくらのうちゅうりょこう
ダーツのたび（45分間）

日曜日　
春休み中は水～
日曜日
11：00 市内

大人210円、
子ども100円
市外
大人310円、
子ども150円

一般向け
投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
今夜の星空と星座物語のお
話し（45分間）

土・日曜日
春休み中は水～
日曜日
13：30

探査機が見た驚きの太陽系
（45分間）

土・日曜日
春休み中は水～
日曜日
15：00

ひよこプラ
ネタリウム

初めてプラネタリウムを見
る幼児向けの星のお話し

13日㈬・15日㈮
16日㈯
11：30 ～ 12:00

大人100円 
子ども無料

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天候に
より中止の場合あり）

16日㈯
11：30 ～ 13：30 無　料

3月の星空
散歩と星を
見る会

ドームで星空解説の後、実
際の星空で、月・木星ほか
を観望（天候によりドーム
内解説のみとなります）

16日㈯
18：30 ～ 19：45

大人200円
子ども無料

星空ライブ
コンサート 
（大人向け）

リコーダーアンサンブルの
生演奏と星空を楽しみます
演奏：臼井リコーダーアン
サンブル

24日㈰
13：30 ～ 14：20

一人300円
当日12：30～
窓口で券売
予約不要

※春休み投映は3月27日㈬から4月7日㈰までです。

項　目 内　　容 日　程 金 額

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代までの白
井を紹介し、新しく寄贈され
た小川瓦木作品や修補作業の
終了した古文書を併せて紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

郷土史講座
「伝えられた村
方騒動2」

白井市の身近な歴史や文化財
について紹介する今回の講座
は、古文書からみえる江戸時
代の村の様子を紹介

2日㈯
13：30 ～ 15：00
要予約

無 料

　　　　　市民課からのお知らせ
　「証明書などの発行日」は今回都合により掲載できません。
詳細については各月1日号のバックナンバーで確認するか、
市民課市民班　内線3147へ問い合わせてください。庁舎屋上から白井駅方面を望む


